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ア
イ
ヌ
民
族
政
策
の
今
後
の
あ
り
方
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
〇
七
年
九
月
十
三
日
、
国
連
総
会
に
お
い
て
「
先
住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
国
際
連
合
宣
言
」
が
圧
倒
的
多
数
で
採
択

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
我
が
国
で
は
翌
二
〇
〇
八
年
六
月
六
日
、
衆
参
両
院
に
お
い
て
「
ア
イ
ヌ
民
族
を
先
住
民
族
と
す
る
こ

と
を
求
め
る
決
議
」
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。
右
決
議
を
受
け
、
政
府
は
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
が
先
住
民
族
で
あ
る
こ
と
を

認
め
、
「
先
住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
国
際
連
合
宣
言
」
を
参
照
し
つ
つ
、
ア
イ
ヌ
政
策
を
更
に
推
進
し
、
総
合
的
な
施
策
の

確
立
に
取
り
組
む
考
え
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
内
閣
官
房
に
「
ア
イ
ヌ
政
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
懇
談
会
」
を
設
置

し
た
。
現
在
は
内
閣
官
房
長
官
を
座
長
と
す
る
「
ア
イ
ヌ
政
策
推
進
会
議
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
と
承
知
す
る
。

右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

本
年
九
月
七
日
、
二
〇
二
〇
年
の
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
我
が
国
の
東
京
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決

定
し
た
。
そ
の
こ
と
も
受
け
、
同
月
十
一
日
、
北
海
道
白
老
町
を
訪
問
し
た
菅
義
偉
内
閣
官
房
長
官
は
、
同
町
に
建
設
さ
れ

る
予
定
の
「
民
族
共
生
の
象
徴
と
な
る
空
間
」
を
二
〇
二
〇
年
に
開
設
す
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
右
空
間
の
持
つ
意
義

に
つ
き
、
改
め
て
説
明
さ
れ
た
い
。

二

同
建
設
に
つ
い
て
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
具
体
的
に
ど
の
様
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
工
程
を
考
え
て
い
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た

一



い
。

三

象
徴
空
間
は
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
る
の
か
。
運
営
側
の
ス
タ
ッ
フ
に
、
例
え
ば
北
海
道
庁
職
員
や
政
府
職
員
の
退
職
者

が
充
て
ら
れ
て
象
徴
空
間
が
天
下
り
先
に
な
る
、
ま
た
ア
イ
ヌ
民
族
自
身
が
十
分
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
な
る

等
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

四

現
時
点
に
お
い
て
も
、
様
々
な
ア
イ
ヌ
民
族
政
策
上
の
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
ア
イ
ヌ
民
族
の
進
学
率
、
就
職
率
が
和

人
と
比
較
し
て
低
い
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
問
題
に
対
し
、
予
算
措
置
を
含
め
、
政
府
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
進
め
る
考
え
で
い
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

五

か
つ
て
ア
イ
ヌ
民
族
の
人
骨
が
、
北
海
道
大
学
な
ど
に
よ
り
調
査
目
的
と
し
て
掘
り
起
こ
さ
れ
、
遺
族
の
了
解
が
な
い
ま

ま
持
ち
出
さ
れ
た
事
例
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
非
人
道
的
な
行
い
に
対
し
、
政
府
と
し
て
ど
の
よ

う
な
認
識
を
有
し
て
い
る
か
。

六

五
の
人
骨
問
題
の
解
決
を
含
め
、
我
が
国
が
近
代
化
す
る
過
程
で
民
族
の
伝
統
、
誇
り
を
奪
わ
れ
て
い
っ
た
ア
イ
ヌ
民
族

の
権
利
確
立
、
名
誉
回
復
に
向
け
、
政
府
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


